
第 3学年図画工作科学習指導案
目 時  平 成 15年 8月 29日 (金)5校 時

児 童  3年 二紅 (男子 ユ0名 女子 13を 計23を )

指導者  口  回  佐 江子

1 主 題名

2 題 材名

布という材料の特徴を知り, そのよさを感じながらつくる。

ヌーノ ・ワール ドヘ よ チこそ

3 題 材について

(1)本 題材のね らい        _

本題材は,学 習指導要領のA表 現 (2)「 見たこと,感 じたこと,想 像 したことを絵や

立体に表 した り,つ くりたいものをつくつた りす るょ内容であり,中 学年の嵐標 tl)「豊

かな発想や創造的な技能を働かせ,そ の体験 を深めることに関心をもつ とともに,進 んで

表現する態度 を育てるようにする。どことと (2)F材 料などから豊かな発想をし,手 や

体全体を十分に勧かせ,表 し方ど工夫 し,つ くり出す能力,デ ザインの遂力,創 造的な工

作の能力 を伸ばすようにする。Jこ とを主なね らい としている。 B鑑 賞 とめ関連では,自

分たちの作品や表 し方などに関心をもつて見 るよ うにするとともに,よ さや美 しき,お も

|し ろきなどを感 じ取 り,そ れ らに関する癌党 を高めよ うとすることをね らいとしている。

子 どもたちは,五 感を働かせて活動するこ とが とても好きである。布ほ身近な材料であ

り材質の違いできまざまな風合いがある。織 り方の違い,厚 きの違い,伸縮 の度合いなど,

五感の中でも特に触党を刺激 しながら,楽 しく感 じることができるよさがある。また,色

合いや柄 など伴,視 角を刺激 しす見た時の印象の違いからもつくりたい思いが生まれやす

い蒸材であると考える。 さらtごコ布ほ=れ め た り=ふ くらませた り]形 のあるものにかぶ

せた り,つ つんでひもなどで しばったりする ことによつて平面から立体や空間性のある形

に交えることができる。その変化のおもしろ さか ら発想が生まれるものと考えられる。形

と形 を組み合わせたい時も,安 全 ピン,接 i着剤な どを用いて簡単に自分のイメージにあつ

た形につ くり変えることができることから,表 現活動に広が りが生まれると考 えられる。

(2)児 童の実態

中学年の子 どもたちは,表 現することや材 料などを使って表すことに一層関心をもつよ

うにな り,基 像力を働かせ,支 し方を工夫す ることに意欲を示すよ うになる。扱 う材料や

用具の種類 も広がり,自 分の表 したいことに合わせてそれ らを使 うことや友だちの発想な

どにも関心をもつようになる。

学級 の子 どもたちtま,図 画工作科が大好きで活発に集しみなが ら活動 している子 どもが

多く,つ くった り描いた りす ることに抵抗感 をもたず,自 分なりのや り方で思い切つて表

現する姿が多 く見られる。また,お 互いの作 品への関心も徐々に高まってきてお り,友 だ

ちの表現のよさを感 じ,自 分の表現に生かそ うとす る姿勢 も見 られるようになつてきた。

しか し,中 には,表 したいことが見つけられ なかうた り,思 いはあつても自分の実現に自

信が もてなかったり,自 分の思いにあった表 し方が見つけられなったりして,な かなかな

かなか表現活動に取 り組めないでいる子 ども見 られ る。

〔3)指 導にあたって

本題材で,ま,材 料 と出会い3見 たり=触 れ た り,操 作した りす る中で表 したいことを見

つけ=材 料の特性を生か しながら表 し方を工夫することを楽 しむことができるようにした

い。また,布 のもつ手鶴 りや重き,伸 縮などの感 じの特性や,形 を変えた り,つ ないだ り



できる特性を生かすことを通して,実 感を伴 つた表現活動を展開 し,つ くりだす喜びや表

す楽しさを感 じさせたい。そのために,布 との出会いを大切にしt布 のもつ特桂:こついて

話 し合つた り,試 したりすることによつて,そ のよきやおもしろきを十分に感 じることが

できるようにする。表現の段階では,子 ども自身が使ってみたい材料や用具などを選び=

表現方法を試 したり,や り直したりして取 り組 めるようにする。このような体験を通 して,

操作を繰 り返 しながら表 し方を三夫 し,樋 々のイメージを立体作品に表 していきたい。ま

た,友 だちとの作品交流の場を設け,新 たな表現方法に気づ くことができるようにする。

友だちとかかわることは,構 想を変更した り,発 想の楽 しさを感 じたりしながら,自 分 ら

しい表現を広げる手段になると思われる。 さ らに,自 分たちの表現方法を確かめ予作品が

できあがっていく過程の喜びや表現する楽 しさを実感できるようにするために,各 段階に

おいて自己評価をして活動を振 り返る機会を設けるようにする。

本時tま,林 との出会いの場面である。児童や教郎が集めた林の,肌 盤 けのよさ】色や柄

の多様きなどの材料 としてのよきを感 じなが ら,進 んで材料を操t作することができるよう

に したい。材料の操作を通して,右 を用いて表現 す ることの楽しきに気づき,次 の表現溝

動への意欲 と構想をもたせたい。そのためにP材 料 を操作す る時間をできるだけ保障 し1

子 どもたちが発見 した形の変え方のよきをで きるだけ捨い紹介 していきたい。操作として

は,形 のあるものにかぶせる,つ つむョしばる,む すぶ,た たと,ま きつける,ね じる等

の方法が考えられる。これ らの中で子どt,たちが思いつかない方法は,教 師が作例を示 し,

必要に応 じて紹介することで多様な表現がで きるよ うにしたい。また,材 料BOXを 用意

しPあ まった布はだれでも使 うことができるように して材料の個人差をなくし,ど の子も

同 じように布にふれることができるように配馬す る。構想の段階では,形 を変えた布が何

に見えるか とい う視点を与えることにより,次 の表現活動への意欲を持たせるとともにで

きあがつた形からどのような作品にL/ていくか とい う構想をもつことができるようにして

いきたい。

目標

<闘 心 ・意欲 !態 度>
・ 進 んで材料を集 め,材 料に手を力『たてつ くることを楽 しもうとする。

<発 想や構想の能力>

, 材 料の特徴やできた形から感 じたことをもとに して自分のつ くりたいものを考えた

り,イ メージに合った材料 と表現方法を選んだ りして表す ことができる。

< 創 造 的 な 技 能>
・ 布 の形 を変えなが ら,つ くりたいもの の感 じがあらわれ るようにつくつことがで

きる。

< 錠 営 の 能 力 >
・ お 互いの表現からそのおもしろきや表 し方の工夫を味 うことができる。

5 準 備             ,

(■) 教 師 :布 績 ア ル ミ繰 モ ール 毛 未 新 聞紙  両 面テープ 安 全 ピン 輸 ゴム

ホッチキス サ インペ ン ア タ冴ル絵の具など

(2) 児 童 :布額 各 自準備 した材料 ほ さみ 水 性絵の具 図 エファイル 筆 記用具



6 学 習計画 (5時 間)と 評価親準

過程
時間

学習内容 A・ 表 現 B 鑑  野
関心臣徹 聴慶 湾器や碑想 の能力 周u造的な技能 関心悪欲艦度 鏡 賢 の能 力
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7 本 時の指導

(1)目 標  希 を材料にして表現することに関心ともつとともに,形 を変える操作を通して自分のつくり

たいものの見通しをもつことができる。

(2)展 開            ◎ 主発問 0指 示  ◇ 支援 ☆ 評価

麟 学習活動 主発間と指示 ・予想 される反応 支援と評価

キ

ヤ
　
　
ン
　
　
チ

ｌｏ
分

学習内容を

つかむ

学習譲題 を

つかむ

0 も つてきた材料を友だうと見せ

合V まヽしょう。

◎ ど んな材料が集まりましたか。
・～この布をもつてきました。
・OOさ んの右は模様がおもしろ

いです。
・シーンがとても大きいです。

O い ろいうな布が集まったので,

みんなで布で遊びましょう。
‐ 'きわつてみよう。

・Tシ ャン歴伸び鋳みするれ

透ヽけてやわらかい布もある汽

◎ こ の平らな布をいろいろな形に

と
'できる。
・どうやるのかな。

◇ 子 どもがもつてきた布の中から特徴

のある材質を示し=そ れぞれの布の違

いを感 じさせるようにする。

☆ 進 んでいろいろな種類の布にふれ,

その特性を感じている力毛
<発 青内容 ・舞話>

◇ 遊んだ揮時 教師の作捌めら垂雑に変

化させることができることとこ気づ埜せ

学習F‐R題 へつなげたい。

に至至互亘玉三三玉=じんさせて

見通 しを も
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教師の作例を提示 しながら,手 の加

え方について見通 しをもつことができ

るようにする。

◇ お もしろい形を取り上げ,そ の再夫

を紹介 したり,思 いつかない方法につ

いては教師が作例を示したりして,多

様な表現に気づくことができるように

キ る 。

◇ 迷つている子どもには対話を通して
表現への見通しをもつことができるよ
う,助言をする。

安 穣々な方済吾記しながら進んで形を

変えている力、

<動 作 iどデオ等による映像>



卸

分

5 で きた形が

らつくりたい

もののイメー

ジをもつ

◎ で きた形が何に見えきす力、
・かいじゅうみたい。
・虫に見えるよa
'ここに付け足しをしたら, うき

ぎになりそう。

◇ さ らに付け加える材料なども考えき

せ次の活動へ広げたぃ。

◇ 表 現の過程をデジタルカメラで撮影
しておき,い ろいろな表現方法にも気
づなせたい。

◇ で きた形浄ヽらどんなものをつくりた
いかすどんな村料を付け加えたいか記

入させ,次 時の表現活動今の意欲と見

通じをもたせる。

☆ 本 時の活動の中でできた形から,つ

くりたい形と発想しているか、

くカード>

S 活 動を振 り

返る

0 形 の変え方を工夫することがで

きたか,次 にどんなことがしたい

か,今 日の活動を振 り返つてカー

ドに記入 しましょう。  ・
・どのような活動をしたβ、
・何に見える力消
'つけくわえたいもの.

( 3 ) 畠判距

E関心 ・意欲 ・態度】
・ 進 んでいろいろな種類の布に触れたり, 積極的に操作したりすることができた力、

r発想や構想の能力】
・ 布 の色や特性を見つけながら,つ くりたしヽ彰を発想することができた力、

plf造的な技能I
・ 新 聞紙やアルミ線,ひ もなどを使つて,正 :夫して布の形を須fヒさせることができたか。

【鑑賞の能力】
, 自 分や友だちの表現のよきに付くことがで。きた力、

ブ

ン

ト

　

５

分

OttfLのおもじるきを感じ

て、変化させた形を組み

合わせている。

O材 質に着目して、兼材に

あった方法で形を変えて

ャヽる。
*認 め,励 ます

①どうやつてつくつたの,

(操作の方法を確かめる〕

②班で見合う.

③デジカメでとっておく。

B

0何 種類もや り方を試じ

て形を変えている。

,切る   。 おち,
・むすぶ  ・
・ねじる
'いれる 。つめる

ネ認め、励ます

0ど うやってつくったの?

(操作の方法を称かめる)

②BISな布でも同じように様

に出来るかな?

(材質に気づかせる。)

①安全ピンや両面テープを

紹介し、組み合わせるこ

とを提案する.

モより複雑な変化に気づか

せる)

④材料Boxを見てみるよう

C

Oや りたい方法が見つから

ない。

①枢寄や班の友だちの様子

を見せ、どの方法を試じ

てみたいか聞く.

②補助しながら一緒にやつ

てみる。

③認め励まし、別の方法に

もチャレンジできるよう

促す。

O操 作の手順が分からない

でとまつている。

Oう まくやつていた子に開
いてみるよう促す.友 だ

ちの操作を見せる。


